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緒   言 
デング熱はネッタイシマカが媒介するヒトに特有の急性ウイルス感染症で、熱帯地域















ウイルスの分離あるいは抗体検査により行い、臨床診断は 1997 年の WHO 診断基準に




結   果 
HLA-A*33:01 の頻度は重症型のデング出血熱およびデングショック症候群のいずれ






考   察 
抵抗性の HLA クラス１アレルが確認されたことは、ウイルス抵抗性に関与する細胞障
害性 T細胞の誘導能に HLA 多型が直接影響している可能性を示唆している。今後この
アレルを持つ患者における細胞障害性T細胞の機能解析やクローンサイズの解析を行
うと共に、in vitro 抗原提示能測定系や、動物モデルを用いて T細胞型のデングワク
チンの開発へと発展させる予定である。 
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